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平
成
27
年
度
宮
城
大
学
入
学
式
が
4
月
3

日
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城（
宮

城
県
民
会
館
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
入
学
生
は
、
看
護
学
部
97
人
、

事
業
構
想
学
部
2
1
4
人
、
食
産
業
学
部

1
3
4
人
の
学
部
生
4
4
5
人
と
大
学
院
生

47
人
の
合
わ
せ
て
4
9
2
人
で
す
。

式
典
で
は
、
西
垣
克
学
長
が「
独
立
し
た

知
の
存
在
と
し
て
個
性
豊
か
な
、
人
間
ら
し

い
思
考
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
大

震
災
か
ら
の
復
興
を
通
じ
て
豊
か
な
故
郷
を

創
造
し
て
い
く
と
い
う
大
き
な
使
命
が
あ
る

事
を
常
に
考
え
て
日
々
の
勉
学
に
汗
し
て
い

た
だ
き
た
い
。」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
は
挨
拶
で「
一
日

一
日
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
問
に
限
ら
ず

何
ご
と
に
も
挑
戦
し
、
真
剣
に
努
力
を
重

ね
、
将
来
に
向
け
自
分
の
可
能
性
を
大
き
く

広
げ
て
く
だ
さ
い
。」と
入
学
生
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
安
藤
俊
威
宮
城

県
議
会
議
長
、
今
野
敦
之
宮
城
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
会
長
の
祝
辞
や
交
流
の
あ
る
テ

ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ス
ト

ロ
ナ
ク
学
長
か
ら
英
語
で
の
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

入
学
生
を
代
表
し
て
、
看
護

学
部
看
護
学
科
の
秋
葉
つ
ぐ
み

さ
ん
は
、「
自
分
に
誇
り
を
も
っ

て
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

な
れ
る
よ
う
、
努
力
を
惜
し
ま

ず
、
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
す
。」と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

式
典
の
最
後
は
、
開
式
前
に

歌
と
踊
り
で
入
学
生
を
歓
迎
し

た
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
や
、
す

ず
め
踊
り
の「
娘
す
ず
め
。」サ
ー

ク
ル
を
は
じ
め
と
す
る
学
生
有

志
90
人
の
リ
ー
ド
に
よ
り
学
歌

斉
唱
が
行
わ
れ
、
式
典
に
参
加

し
た
多
く
の
来
賓
、
保
護
者
、

教
職
員
が
晴
れ
て
宮
城
大
生
と

な
っ
た
入
学
生
を
心
か
ら
祝
福

し
ま
し
た
。

（
学
務
課　

久
米
宏
紀
）

平
成
27
年
度
宮
城
大
学
入
学
式

第
８
代
後
援
会
長
に
角
田
秀
晴
氏

　
宮
城
大
学
後
援
会
総
会
が
、
4
月
3
日
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮

城
で
行
わ
れ
、
役
員
20
人
と
新
会
長
に
角
田
秀
晴
氏
が
選
出
さ
れ
、
新
体
制

の
も
と
平
成
27
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。後

援
会
会
長
　
角
田
秀
晴

　

宮
城
大
学
の
入
学
式
前
後
に
東
北
大
学
、
東
北

学
院
大
学
の
入
学
式
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新
聞
紙
面
を

飾
っ
て
い
ま
し
た
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
本
学
の
入

学
生
の
６
～
７
倍
の
規
模
で
し
た
。
本
学
は
小
規

模
な
ば
か
り
か
創
立
か
ら
日
も
浅
く
、
私
た
ち
親

と
同
世
代
の
O
B
す
ら
存
在
し
て
い
な
い
ほ
ど
若

い
大
学
。
で
す
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ま
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
こ
の
後
援
会

が
、
大
学
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
意
義
は
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
と

い
う
想
い
を
こ
の
2
年
間
、
理
事
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
じ
て
き
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
進
路
に
つ
い
て
私
た
ち
は
常
に
気
に
か
け
、
時
に
一
緒
に

悩
ん
だ
り
、
勝
手
に
親
だ
け
悩
ん
だ
り
し
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
母
親

に
と
っ
て
は
、
十
数
年
前
ま
で
そ
の
お
腹
の
中
に
い
た
存
在
で
、
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
で
す
し
、
父
親
に
し
て
も
、
自
分
の
遺
伝
子
が
こ
の
世
に
カ

タ
チ
に
な
っ
て
生
ま
れ
た
唯
一
の
存
在
で
す
。
子
供
が
何
歳
に
な
ろ
う
と
も

そ
の
存
在
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
の
が
私
た
ち
親
だ
と
思
い
ま
す
。

　

息
子
が
大
学
に
な
っ
て
ま
で
、
と
か
親
バ
カ
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で

す
が
、
先
日
、
私
は
い
よ
い
よ
就
職
活
動
が
目
前
と
な
っ
て
き
た
息
子
と
、

将
来
に
つ
い
て「
ど
ん
な
職
業
に
就
く
か
」で
は
な
く
、「
ど
ん
な
生
き
方
を
選

ぶ
の
か
」を
真
剣
に
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
生
と
は
言
え
、
社

会
を
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
の
が
現
実
。
自
主
性
に
任
す
と
は
言
え
、
正
し
い

選
択
を
す
る
に
も
親
の
経
験
や
情
報
を
伝
え
、
思
い
を
語
り
合
う
の
が
必
要

な
時
期
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
親
は
子
供
が
あ
る
年
齢
に
な
れ
ば「
保
護
者
」で
は
な
い
け
れ
ど
、

い
つ
ま
で
も「
サ
ポ
ー
タ
ー
」で
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
宮
城

大
学
後
援
会
の
活
動
が
、
こ
の
一
年
も
有
意
義
な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
機
能

す
べ
く
、
微
力
な
が
ら
本
職
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
９
２
人
が

　
宮
城
大
生
の
仲
間
入
り

▲関係者を一堂に会して行われた式典＝東京エレクトロンホール宮城大ホール

大
学
と
子
供
た
ち
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
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　私はこれまで乳酸菌の
機能性について研究して
きました。善玉菌の代表
格として知られている乳
酸菌、その生き方は我々
人間も大いに参考になり
ます。
　人体は小宇宙と呼ばれ
ています。人体を宇宙の縮図として捉えると
き、細菌は人間のような生物と考えることが
できます。腸内において乳酸菌は整腸作用、
病原菌の感染予防作用、抗がん作用、免疫賦
活化作用等、宿主にとって極めて重要な働き
をしており、宿主と調和を図りながら生きて
います。
　さて、人間は地球にとって善玉菌でしょう
か。環境破壊を繰り返し、様々な生物種を絶
滅に追い込んでいる姿は、腸内腐敗を促進す
る悪玉菌のようにも思えます。今こそ人間は
謙虚に乳酸菌に学び、善玉菌へと生まれ変わ
るべきなのではないでしょうか。まずは、社
会に関心を持って、ありのままの現実を知る
ところから始めましょう。現実を知って一人
一人が生き方を考えなくてはならないと思い
ます。乳酸菌に学びながら。

　7月、米国の宇宙探査機「ニューホライズンズ」が 9年半
の旅を経て、冥王星への最接近に成功したとのニュースが伝
えられました。冥王星は氷の山々が連なっているとのこと。
氷の下には何があるのでしょうか…。宇宙開発の目的は様々
ですが、「地球と同じような星はあるのだろうか」「高度な文
明を持つ生命体が他にも存在しているとしたら」など、未知
なる宇宙への想像は無限に広がります。
　10 月の川口教授の講演会では、7年間、真理探究の旅を続
けた日本の惑星探査機「はやぶさ」にまつわるエピソードが
伺えます。ひと時、壮大な宇宙に思いをはせてみてはいかが
でしょう。	 （S・I）

教 員 か ら の 一 言

乳酸菌から
　生き方を学ぶ

学長表彰 ２０１4

5人と7団体が受賞
　在学中に研究活動、課外活動、社会活動において顕著な成果をおさめ、大学の
名誉を高めた学生に対して、学長賞、学長奨励賞が贈られます。今回は、創立
10周年を迎えたサークル「ART STANDARD」をはじめとする団体7件と個人5件
が受賞し、西垣学長から賞状と記念品が贈られました。受賞者と受賞内容を紹介
します。（※学年は、平成27年3月現在のもの）

○学 長 賞　　
①伊藤  恵（個人：デザイン情報学科4年）
　�「平成26年度キッチン空間アイデアコンテスト」インテリア産業協会会長賞受賞
②ART STANDARD（サークル：112人）
　�学外で様々なイベントを実施し、メディア等でも取り上げられている。H26
年は創立10周年を記念し、仙台市の西公園で関係企業や団体の参加を得て、
「HOMECOMING」イベントを盛大に開催した。

○学長奨励賞
③女子バスケットボールサークル（サークル：36人）
　�「2014宮城県学生バスケットボール秋季大会」3位入賞及び大会運営に多大な貢
献をした。

④女川旭が丘仮設住宅住民の健康支援ボランティア活動グループ（学生団体：11人）
　「娘すずめ。」（サークル：19人）
　�女川町仮設住宅住民に対し、健康支援ボランティアやすずめ踊りを披露し、住
民同士の関係づくりや健康維持に大きく貢献した。

⑤Table For Two Miyagi University（学生団体：52人）
　�「TFT」（食の不均衡の解決を目的としてつくられたNPO法人）の学生支部として、
学内外でさまざまなイベントを実施し、宮城大学の評価向上に貢献した。

⑥浅野有汰（個人：事業構想学部 事業計画学科2年）
　松井未史（個人：事業構想学部 事業計画学科2年）
　「第8回大学人サミット大学自慢コンテスト」第3位入賞
⑦中村正行（個人：事業構想学部  事業計画学科4年）
　インド共和国に出向き、国際ボランティア活動への従事等社会活動を行った。
⑧相沢あすか（個人：食産業学部 環境システム学科4年）
　�「平成26年度日本造園学会東北支部大会ポスターセッション」優秀学生賞受賞
⑨「石川チルドレン」（任意団体：食産業学部 フードビジネス学科3年5人）
　宮城大生による「『まちづくりアイデアコンテスト』in美里」最優秀賞受賞
⑩原川祐華（個人：食産業学部 ファームビジネス学科4年）
　2年間にわたり、児童館でボランティア活動を行い、地域へ貢献した。
⑪宮城大学生協学生委員会（学生団体：40人）
　�大学生協の運営をはじめ、本学学生の大学生活におけるさまざまな支援を行った。

　  ◆平成27年11月開講学都仙台コンソーシアム
　  　サテライトキャンパス公開講座のご案内

日 時 テーマ 講師

11月14日（土）
13:00 ～ 14:30

事業構想学研究科
ビジネスマネジメント・プランニング特別講座
新たな時代に社会を動かすものとは
～ファイナンス・交流・情報（３）

「 新たな情報活用時代の到来～情報を活用した
ビジネス変革と顧客との関係構築～」

藤原正樹　教授

11月14日（土）
15:00 ～ 16:30

事業構想学研究科
空間・情報デザイン特別講座
ヒトとキカイの間（３）『空間と情報』

蒔苗耕司　教授

11月28日（土）
13:00 ～ 14:30

食産業学研究科
農・環境イノベーション特別講座（２）

「グローバリゼーションと農業
  ～世界の多様な農業ビジネス～」

川島滋和　准教授

11月28日（土）
15:00 ～ 16:30

食産業学研究科
農・環境イノベーション特別講座（３）

「 生き物をはぐくむ農業～トンボやドジョウに
やさしい水稲栽培～」

神宮字寛　准教授

◆会　　場：仙台市市民活動サポートセンター　6階セミナーホール
　　　　　　（仙台市青葉区一番町4-1-3）
◆定　　員：60人（先着）　◆参加費：無料
◆申込方法： ＦＡＸまたはＥメールにて講座名、氏名、住所、電話番号、職業、年齢
　　　　　　（○歳代）を記入し、開催日の3日前までに下記にお申込みください。
　　　　　　＜宮城大学事務部総務課広報グループ＞
　　　　　　FAX：022-377-8282　Ｅメール：kouhou@myu.ac.jp

食産業学部助教
木 下  英 樹

平
成
27
年
度  

後
援
会
役
員

１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

役
職
名

氏
名
（
敬
称
略
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会
　
長

角
　
田
　
秀
　
晴

副
会
長

木
　
口
　
幸
　
雄

〃

齋
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〃
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瀧
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敬
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〃

福
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嘉

〃

松
　
澤
　
晶
　
子

〃

和
　
田
　
達
　
雄

〃

渡
　
辺
　
久
　
徳

監
　
事

阿
　
部
　
孝
　
一

〃

下
　
山
　
晴
　
朗

〃

千
　
葉
　
清
　
純
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